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②学校と地域
の課題

03 学校支援
ボランティアの

確保・育成

教職員の業務改善を推進でき
るよう、学校支援ボランティアの
導入に力を入れて活動している
が、支援者の高齢化とともにそ
の確保が難しくなっている。

保護者等若い世代の学校支援ボランティア
への参加につながる取組として、ボランティ
ア交流会を開催し、教職員、地域コーディ
ネーター、学校支援ボランティアに加えて
PTAにも参加してもらう。。また、PTAの総会
や研修会に担当職員が出向き、事業の説
明を行う。

学校側のニーズとボランティア側のニーズに
ずれがあることがあったため、活動における
両者のニーズのすり合わせを行う。

学校支援ボランティア参加者に
保護者等の若い世代が増え、学
校支援ボランティアの人材確保
ができるとともに、教職員の業務
軽減ができる。

学校支援ボランティ
アのうち、保護者の
人数が7,000人以
上。
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　本年度の保護者ボランティア数は6,794人であり、目標の
7,000人には届かなかったものの、多くの保護者の参加があ
り、学校支援体制は概ね維持されている。
　一方で、参加が学校行事等に偏る傾向や、平日の活動へ
の参加が難しいなどの課題も見られる。今後は、学校や
PTA、地域コーディネーターを通じた活動の周知や、短時間
でも参加できる活動の設定など、保護者が参加しやすい環
境づくりを進め、若い世代の参加拡大と教職員の業務軽減に
つなげていく必要がある。

https://www.city.tochigi.lg.jp/uploa
ded/attachment/67589.pdf
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